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第209回 全経簿記検定試験 上級 －会計学－  解 説  

模範解答・予想配点・解説等は，学校法人高橋学園が独自の見解によって作成しており，検定試験実施機関における本試験の解答並びに出題の
意図を保証するものではありません。なお，予告なしにその内容を変更する場合がございます。ご理解いただいたうえで，ご利用ください。 

 

問題１ 正誤問題 

 ＜参照規定＞ 

１．「企業会計原則」注４ 

２．「企業会計原則」注 11 

３．「金融商品に関する会計基準」注９ 

４． その他有価証券に適用される時価について，期末前１ヵ月間の市場価格の平均にもとづいて算定された価

額の適用の規定は削除されている。 

５．「リース取引に関する会計基準」13項 

６．「連結財務諸表に関する会計基準」36，38項 

７．「ストック・オプション等に関する会計基準」４項 

８．「自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準」11項 

９．「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」19，20項 

10．「外貨建取引等会計処理基準」一 ２ ⑵ 

 

 

問題２ 理論問題（「資産除去債務に関する会計基準」） 

問１ 「資産除去債務に関する会計基準」39項参照 

     期待値とは，生起し得る複数のキャッシュ・フローをそれぞれの発生確率で加重平均した金額をいう。 

問２ 解答参照 

 問３ 「資産除去債務に関する会計基準」34項参照 

 問４ 「資産除去債務に関する会計基準」11項参照 

     割引前将来キャッシュ・フローに重要な見積りの変更が生じ，当該キャッシュ・フローが増加する場合，

その時点の割引率を適用する。 

 問５ 「資産除去債務に関する会計基準」53項参照 
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問題３ 理論問題（「収益認識に関する会計基準」） 

 問１ 契約変更の条件，会計処理及び根拠のフローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   （※○Ｂと○Ｃの両方を含む場合もある。） 

 

 

 

 問２ 解答参照 

契約変更を独立の契約

として処理。 

当該契約変更は，追加的に約束した財

又はサービスに関する独立した契約を

締結した場合と取引実態に相違がない

と考えられる（123項）。 

Yes 

No 

既存の契約を解約して

新しい契約を締結した

ものとして処理。 

（将来に向かって影響を反映） 

既存の契約の一部とし

て処理。 

（累積的な影響を変更時に反映） 

○Ａ 

○Ｂ 

○Ｃ 

未だ移転していない財又はサービス

が契約変更日以前に移転した財又は

サービスと別個のものか。 

契約内容の変更（30項） 
 

⒜別個の財又はサービスの追加に 

より契約の範囲が拡大。 

 

       かつ 

 

⒝契約の価格が，独立販売価格に特

定の契約の状況に基づく適切な調

整を加えた金額分だけ増額。 

当該契約変更は，既存の契約の後

で交渉され，新たな事実及び状況

に基づくものと考えられる（125項）。 

既存の契約で約束した財又サー

ビスとは別個の追加的な財又は

サービスを移転しない（125項）。 


